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十五年のあゆみ

北海道難病連厚岸 浜中支部
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『今Eヨ-Ej太陽の｢丁で

遊こ芥ませ.i.′カゝ 』

これをキャッチフレーズに､ 1979年(昭和54年) 6月24日､

釧根地区難病患者を集めて､レクリェーションを行いました｡

釧f　　　　足寄　　　　新　　　　聞

●

義

白浜群でのレクl)ェーシ】ン､媛加伽感鮎菜しむ

当日は子の日公園に大型バス4台､マイクロバス6台で集合､開会

式を終わり､アヤメが原へ･アヤメの花には少し早かったが海霧もなく

暖かくて､寝たまま運ばれた患者も満足気でした｡

昼食は生活改善センターに総勢3 0 0人が集まってにぎやかに済ませ

て､午後は白浜海岸で､波と砂に触れました｡

患者150人､ボランティア150､ボランティアは厚岸､浜中の也

区労､民生委員､潮見､水産の両高校､その他でした｡

町立病院からは､麻生先生と7名の看護婦さんが､医療班として､忠

者と行動を共にしてくださった｡

参加した患者たちに大変喜ばれました｡そのかげにはボランティアと

医療班の協力があったから､と､感謝しています｡

厚岸･浜中地区難病友の会会長　　小柳悦子言己



国rS祭障害者年ー　難病とrS章書を
考える　シ　こノポジウム

ー難病患者と障害者の現状と課題-

1 98 1年1 2月9日

講演者､五十嵐正紘先生､大橋　晃先生

i:;三
賢戸

∫圃
札幌･阿寒･釧路･標茶･中標津･浜中･厚岸等各地から

小さい町の大きなとりくみ､でした｡厚岸町､浜中町､釧路保健所と

医師の先生たちの､全面的など協力をいただいて､ 1 00人近い参加で

成功しました｡札幌から駆けつけてくださった先生､看言削黄さん､各地

の患者全の仲間たち等々､私達には忘れられない1べ-i/となりました

●

●



難病と障害を考える集しユ
ー1983年1 1月27日-

大ai転長のSfに外心に耳を傾ける参加者たち

町内外から58人が集まり､国際障害者年の行動計画2年目､再び請

演と分科会で､弱い立場の私達や､お年寄りにやさ_しい福祉社会とは､

また難病の発見､治療などを学びかたりあいましたC

●
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~福祉の町_の出発点に

鼓病連厚岸･浜中支部

難病連厚岸支部として力一杯で取り組んだ●

事業はこれまで4回でした｡国際障害者年の

行動計画が残り1年となったこのとき､私達

は今日まで何をしてきたのか､私達の運動が

本当に地域に根付いているのだろうか?そん

な思いもあっての事業でした｡

バネラ-の話は､涙なくしては開けなかっ

た｡との感想もありました｡

高齢者･障害者､難病患者も安心して暮ら

せる町づくりのためには私達も頑張らなけれ

ばなりません｡
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第-匹ヨ難病無料横言全の頓
1 979年(昭和54年)たった14人の会員で､道東の地域をか†

-したレクリェ-ションを成功させたいきおいで､その翌年の1 980

年(昭和55年)難病で悩み､一人で泣く仲間をなくしたいと､北海道

難病連による､難病無料検診相談会を開催することになりました｡

支部長､事務局長､幹事とは名ばかりの数人での取り組みでした｡雲

を掴むような気持ちでしたが､厚岸町の全面的な支援をいただいて当日

を迎えたのです｡

会場は社会福祉センターでした.その頃の福祉センターは人口でスリ

●　ツパに履き替えていましたから､スリッパの調達も大変だったと覚えて
います.

前日の雨を忘れたような晴天の朝､ 7時過ぎに会場へいくとすでに何

人かの受診する人が待っていました｡一人もきてくれなかったらどうし

よう-｡心配でしたがその日受診した人は5 3人､何人かの人が難病と

判りました｡

浜中町での難病検診･不日談会
1982年(昭和57年) 6月17日浜中町で難病検診･相談会をし

ました｡ 2回目になっていましたので､受言合者はきてくれると判りまし

たが､開催地が浜中町でした｡公民館の手狭な会場でしたが､ 2階の待

合室まで､身体の不自由な受診者を抱えていただくなど､浜中町の皆さ

●　んの献身的な力漆えで7 1人の人が受診しました｡

その日受診して仲間になってくれたAさんは､今支部の役員として頑

張っています｡

その後1 989年(H1年)まで6回の難病検診･相談会を開催いた

しました.

1 5年の歩み､それは私達だけで歩んだものではありません｡

厚岸町･浜中町のご指導とど協力､地域の皆さんの暖かいご支援があっ

て歩んでくることが出たのです｡

心からの感謝をこめて･･
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